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はじめに

2017 年 4 月、東洋大学国際地域学部は改組し国際学部となった。これを機に国際化促進の一策
として国際地域学科国際地域専攻において一般学生を対象とした必修科目「海外英語実習」が導入
された。本稿ではこの実習科目に関する 4 年間の取り組みを振り返る。

1．「海外英語実習」開講の経緯

1997 年群馬県板倉町に開設された東洋大学板倉キャンパスに誕生した国際地域学部国際地域学
科は 2009 年の白山第 2 キャンパス、2013 年の白山キャンパスへの移転を経た後、2017 年に改組さ
れ国際学部国際地域学科となった。学科創設時より国内外で活躍する人材の育成を教育の柱として
いたが、一般学生（国内生）のなかには一度も海外に出ることなく卒業していく者も少なからずい
た。2012 年に文部科学省より国際地域学部が「グローバル人材育成推進事業」（タイプ B 特色型）
に採択、2014 年には大学として「スーパーグローバル大学創成支援事業」（タイプ B グローバル化
けん引型）に採択され、学科生の国際化促進策として開講されたのが「海外英語実習」（英語名：
Learning English Abroad）である。教育課程表上は英語科目に位置付けられ「海外英語実習Ⅰ」「海
外英語実習Ⅱ」「海外英語実習Ⅲ」の 3 科目（各 2 単位）が一般学生対象の必修科目となった。
「海外英語実習」を必修とする際に懸念されたのが、学生の経済的負担である。大学は学期中に

この科目を実施することにより学費（授業料）の一部を実習費として補填、つまり 1 クォーター
をこの科目のみの履修に制限することにより、1 クォーター分の授業料相当額をそのまま実習費に
あてることとした。さらに単位修得後には海外留学促進奨学金 10 万円を支給した。この補填と奨
学金支給がなければ、一学年約 190 名にもなる国内生を「全員留学」させるのは困難であったろう。
学生のモビリティを高める目的で同時期に導入されたクォーター制を生かし、学期中の 5 週間海外
派遣のプログラムを設計した。

2017 年度の学部改組に向けて 2015 年 1 月に組織された学科戦略委員会より全員留学のプログラ
ム導入が提案された後、翌年にプログラム運営チーム（通称：海外英語実習タスクフォース、以下
TF）が編成され、派遣先や実習内容などについて本格的な検討が始まった。当初の案は現地に 6
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週間滞在し英語研修とゼミ学習を行うというものであった。英語授業は実習実施校の英語講師に委
託することとしたが、それに加え学科の専任教員 1 名が 6 週間同行しゼミの授業や活動を行うこと
が検討された。しかし専任教員はその間ゼミ 1 科目のみの担当となり、学期中に 6 週間大学を不在
にすることによって委員会業務に支障が出ることや、長期的・継続的な指導が必要な 4 年生の卒論
執筆にも影響が出ることが懸念された。このような理由から実習中のゼミ授業の実施は断念され、
代わって PBL（Problem-based Learning: 課題解決型学習）の導入が決まった。これにより英語教
育部分は英語の専任教員、PBL 部分は専門科目担当教員が担当することになり、引率についても
一部の教員に偏りが生じないよう、ローテーションを組むことになった。表 1（本稿末尾掲出）に
あるように 4 年間で 22 名、約 8 割もの学科教員がこの科目の運営に携わったことになる。（2016
年のパイロット研修を含めると 24 名となる。）

5 週間の研修費用や学生の自己負担額（現地での一部の食費、自由行動時の交通費、土産代など）
を抑えるために、物価の安いアジア諸国のなかで英語を公用語とするフィリピン、マレーシアが研
修地候補となった。研修実績のないマレーシアについては同国で勤務経験のあった専任教員より治
安の良さや物価の安さなどの情報を得、2016 年に「海外英語実習」のパイロット研修を実施した。
マラ工科大学とマレーシア科学大学に 2 週間ずつ滞在、24 名の学生を村田と安が引率した。同国
ながら前者は首都郊外、イスラム教色が濃く、後者は地方で多民族都市の雰囲気が強いなど、学生
が異文化体験やカルチャーショックを受けるのに適した場所であった。マレーシアは英国の植民地
であった歴史的背景と、近年は先進国化を目指した政策における英語教育重視により、質の高い英
語教育が実施されている。サンカルロス大学でも 4 週間のパイロット研修を実施、松丸と小早川が
引率にあたった。セブ島は英語学校が林立し外国人が大勢滞在する観光地であると同時にストリー
トチルドレンが常態化している地域でもあり、アジアの貧困をとりあげる PBL に適した場所であ
った。さらに、費用が高くても英語を母語とする国で学びたいという学生も一定数いるものと見込
み、研修の実績があったオーストラリアのカーティン大学も選定した。 

2．実施校と研修内容（表 1 参照） 

下記（1）の（a）（b）（c）の大学では学生バディが本学学生の学習および生活をサポート。さらに
日本語のできる「現地スーパーバイザー（Local Supervisor） 」1 名もおき、トラブル対応と学生
の見守りを依頼、毎週報告を受けた。（a）（b）の大学では学生の宿泊は民間のコンドミニアム型ホ
テルで 4～5 人の共同生活。朝食・昼食はキャンパスで提供。宿舎と大学間は大型バスで送迎を行
った。

（1）実習実施校
（a）UiTM　マラ工科大学（ Universiti Teknologi MARA、マレーシア）

メインキャンパスは首都クアラルンプール郊外のシャー・アラム市にある。マレーシアは多民族
国家であるが、同大学はマレー系国民の高等教育を目的として 1956 年創設の国立大学で、全国 20
カ所以上のキャンパス、21 の提携大学を持つ国内最大の高等教育機関である。



佐藤・柏崎：海外英語実習（Learning English Abroad）を振り返って 129

（b）USM　マレーシア科学大学（Universiti Sains Malaysia、マレーシア）
マレーシア第二の都市ペナン（首都から飛行機で約 1 時間）に位置している。ペナンはマレー系

以外の民族が 6 割以上を占める多民族都市であり、世界文化遺産ジョージタウンがある。広大な敷
地を有する USM は研究中心の名門校として毎年 200 名以上の交換留学生が集まる国際色にあふれ
る大学である。当大学のバディシステムはトレーニングから実施まで組織化され、マレーシア国内
の大会で受賞歴がある。

（c）USC　サンカルロス大学（University of San Carlos、フィリピン ）
セブ島に位置する 1935 年創立のカトリック系私立大学。27 の学部と 8 つの校舎をもつ総合大学

で、フィリピン 300 大学中トップ 10 と高いレベルを誇る。大学の授業はほとんど英語で実施され、
学力とともに学生の英語力が非常に高いのが特徴である。宿泊は民間ホテルにて 2 名でツイン部屋
に滞在。朝食は研修費に含まれ、ホテルでブッフェ形式。宿舎と大学間は大型バスで送迎。

（d）Curtin　カーティン大学 （Curtin University、オーストラリア）
西オーストラリア州最大の都市パ－スにある 1966 年創立の公立総合大学。学生数は 55,000 を越

え、世界大学ランキングトップ 200 に入る名門。本学学生のみの団体研修ではなく、大学付属の語
学学校が提供する既存の 6 週間の英語学習プログラムに参加し、他国からの留学生とともに学ぶ機
会を得ることができる。プログラム参加要件は IELTS 5.0 以上。宿泊は個人宅でのホームステイで、
朝・夕食が提供される。各家庭から大学までは各自がバスなど公共の交通機関を使って通学。上述
の 3 大学とは異なりバディや Local Supervisor はおらず、学生の自律性が強く求められる。この
プログラムでは PBL の代わりにグループでパース周辺地域の文化や歴史、産業等に関する調査・
発表を行った。

（e）TAG　東洋大学アチーブゴール（Toyo Achieve Goal）（オンラインプログラム）
2020 年度は一部のコースにおいて日本国内の株式会社アチーブゴール（2011 年設立）に英語授

業を委託。同社は語学学校の運営及び留学手続き代行事業、フィリピン人英語講師の派遣事業等を
展開、本学も数年前から課外英会話講座を委託している。プログラムでは英語授業の実施を委託し、
事前・事後研修、PBL 指導およびプログラム全体の管理運営は本学教員が担当した。 

（f）JCMU　ミシガン州立大学連合 日本センター（オンラインプログラム）
滋賀県とミシガン州の姉妹提携 20 周年を記念して 1989 年に設立された施設で、日本語・日本文

化プログラム、英語プログラム、JCMU 学生と滋賀県民との交流などの事業を展開している。セ
ンターの運営は米国ミシガン州の 15 の州立大学の連合体があたり、公益財団法人滋賀県国際協会
が施設の維持管理、各種プログラムの運営支援を行っている。2020 年度のオンライン研修では
PBL に代わり模擬国連の学習が提案され、プログラムに取り入れた。

（2）研修内容と研修の目標
海外英語実習は①事前研修（3～4 日間）、②現地研修（5 週間）、③事後研修（3～4 日間）で構

成され、「海外英語実習」I～Ⅲの 3 科目 6 単位付与に必要な計 135 時間以上を確保した。
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①�事前研修：本学キャンパスで実施。英語テスト、IDI テスト、海外渡航前の安全管理教育、研修
での学習目標設定、PBL の導入などが行われる。

②�現地研修：約 5 週間の滞在中、英語授業（計 110 時間以上）、文化体験、PBL（講義、調査、イ
ンタビュー、発表等）、見学、リクレーションなどを行う。放課後や休日はグループによる自由
行動が認められ、買い物や観光に出かける学生が多い。5 週間にわたる海外での団体生活で学生
たちは自己管理力、協調性、リーダーシップ等を身に着ける。Curtin 以外は 1 週目と 5 週目に
教員が同行した。Curtin は滞在がホームステイであること、IELTS5.0 以上というスコア要件も
あったことから、他のコースよりも自立性を養うことに重きをおき教員の引率はなしとした。た
だし教員は実習中に数日間現地を訪問し、学生との面談、実習校視察、グループ研究への助言な
どを行った。一例として 2019 年度の UiTM 現地研修スケジュール表を掲載する。（表 2、本稿末
尾掲出）

③�事後研修：帰国後に本学キャンパスで実施。英語テスト、IDI テスト、PBL 発表準備、そして全
コース合同での最終発表会が行われる。
研修の目標は英語力の向上と異文化環境でのコミュニケーション力の向上であった。英語力につ

いては一般的に 120 時間で上昇が期待できるスコア + αとして「TOEFL-ITP で 25 点、IELTS で
0.5 点、TOEIC で 70 点」を目標とした。また、異文化環境でのコミュニケーション力の向上につ
いては、実習校での教員やバディ学生との意思疎通、交流、学外での生活（買い物、調査等）にお
いて、不十分な英語力であっても躊躇せずに意思疎通をはかる努力、意識を高めることを目標とし
た。

3．成果と課題

（1）  運営面
運営において本学の教職員が最も苦労したことは、実習実施校とのやりとりであった。連絡や情

報交換は主にメールで行われたが、多様な認識格差があった。他の国においては日本人感覚の「厳
守」が通用せず、期限をすぎても連絡がないことがしばしばあり、毎年東洋側の教職員を困惑させ
た。実習内容に関する調整もまた容易ではなかった。実際に指導にあたる講師への情報共有が徹底
されないまま、委託した内容とは異なる内容の授業が実施されたケースもあった。この問題は連絡
方法だけにあるのではなく、上述した認識や感覚の違いも背景にあると推察される。現地へ赴き、
直接コミュニケーションをとり、信頼関係を構築しない限り、認識や感覚のずれを克服することは
難しいと感じた。

一方、日本ではあまり見られない授業運営方法や運営感覚を学ぶことができたのは、国際学部で
働く教職員にとって貴重な収穫であった。授業運営においてはバディ制度が組織化されているマレ
ーシアをうらやましく感じる。また、価値観の多様性は日本型の運営方法を再考するよい契機とな
り、予想外の事態に臨機応変に対応する力を養うよい機会となった。運営面ではないが、教員の共
同研究や共同ワークショップの開催など交流が続いていることも大きな成果である。

引率業務には毎年 6 コースの実施に延べ 11 名を要した。英語学習メインの研修ではあったが、
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専任教員全員が原則 4 年間に 1 度以上引率を担当することとした。このように国際系の学部におけ
る英語教育や海外体験の重要性を学科教員間で共有できたことがひとつの大きな成果であったと言
える。

一方で引率業務の負担の大きさは重要な課題となった。業務内容は多岐にわたり、実習先との連
絡、事前研修、渡航と現地引率業務、学生レポートのチェック、個人面談、学習指導、事後研修、
成績評価等である。2 名の助教は毎年日本と海外を最低 3 往復し、心身の負担は大きかったはずで
ある。引率業務やプログラムの運営に対する認識のずれ、温度差や不和が学科教員内にあったこと
は事実である。負担については TF で議論を重ね、年々業務の軽減、効率化に努め、2019 年度は
一部の業務を外部業者に委託した。さらに引率業務をローテーションで実施していくにあたり教員
用の「引率業務マニュアル」を作成、年度ごとに改定を行い、持続可能なプログラムとすることが
常に意識された。このマニュアルと経験をもとに 4 年間の運営を行い、深刻な問題なく終えること
ができたのは学科の総力のおかげに他ならない。2020 年度にオンラインで実施した海外英語実習
が大学より「優秀活動教育賞」を授与されたことは、2017 年度からのプログラム運営を通じて蓄
積したノウハウと教員の協力関係があったからこそである。　

（2）  学生トラブル
（a）病気・怪我

環境、食事や生活スタイルの変化から、発熱や下痢などの症状は特にアジアのコースで頻発した。
その多くが睡眠不足や疲れなどからくるものであった。夏休み前の説明会から自己管理の重要性を
説いていたものの、慣れてきた頃の油断などもあり、継続的な注意が必要であると痛感させられた。
また、10 月～1 月の時期でもマレーシアおよびフィリピンでは連日 30 度を超えるが、屋内の冷房
が強く、風邪や下痢頻発の一因となった。さらにインフルエンザ感染、スポーツ活動時のアキレス
腱断裂、週末のキャニオニングでのアメーバ感染など、免疫力の低下等によって大きな病気・怪我
につながるケースもあり、現地スーパーバイザー、担当教職員、保護者、保険会社との連携は欠か
せないものであった。

（b）盗難等
もっとも多かったのはスマートフォンの紛失、破損である。日本にいる感覚で口のあいたバッグ

や外ポケットに入れたり、直射日光の下に置いておくなどして、紛失、破損するケースが少なから
ずあった。盗難は 1 件フィリピンのコンビニでスリにあったのみで、通学バスや教室に忘れたなど
の場合はすべて見つかり現地校の安全性およびバディたちに大いに助けられた。またホテル泊のコ
ースでは少額の現金が無くなる事例も発生した。簡単に手の届くところに現金を放置する学生の不
用心さが盗難を誘発したと推察される。危機感が薄れがちになる点は団体研修の弱点である。 

（c）宗教に対する理解不足によるトラブル 
マレーシアではイスラム教への理解不足によるトラブルが複数回発生した。イスラム教徒の子弟

教育機関として創設された経緯のある UiTM では、学内はもちろんのこと宿舎でも禁酒が求めら
れた。しかし成人していた学生が日系のスーパーでアルコール飲料を購入して宿舎で飲酒し、訓告
処分を受けた。また、結婚前の男女が同じ居室に滞在することは固く禁じられていると指導してい
たにもかかわらず、宿舎の部屋に男女が集まり注意を受けるケースも何度もあった。
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（d）持病に対する対応
食物アレルギーや軽微な持病に関しては事前に聞き取りのうえ、可能な限り実施校と協力し対応

した。しかしながら、対応に困難を極めた重度なものも数件あった。タンパク質摂取不可、睡眠障
害、腰ヘルニアなどがあり、日本からの食料持参や現地での薬剤調達も必要とされた。本人のプラ
イバシーに関わるため、特に本人と担当教員との信頼関係に基づく協力体制の構築が重要であった。

（3）英語力の進捗
英語力の進捗を測る手段として研修の直前・直後に行うテストで測る方法と、もう少し長いスパ

ンで比較する方法がある。後者の場合、他の要素（正規科目の受講、個人で受講する有料の英語講
座や他の留学等）の影響もあり、海外英語実習だけの影響を測ることができない。また、直前・直
後のテストによる比較については年度によって実施したテストの種類が異なり、公式のテストもあ
れば教員が用意した簡易テストもあったため、4 年間に実習に参加した学生 693 名を一括して比較
することは控え、ここでは 2018 年度参加者のスコア推移を紹介する。本学では ToyoNet-ACE と
いう LMS を設け、学生の在学中の履修、活動、語学テストスコアなどの記録をポートフォリオ化
しており、データの多くはここから収集した。

2018 年度の第 3 クォーター実施の 3 コース（UiTM、USM、USC）参加者 98 名中後述の 3 回の
テスト受験が確認できた者 89 名のデータが表 3 である。3 回のテストとは①事前研修中に実施し
た「事前テスト」（教員が用意した TOEFL-ITP 模擬テスト。問題数・試験時間は公式と同様）②
事後研修中に実施した公式 TOEFL-ITP ③ 2 年次終了時点以降に受験したテストである。なお本
学では各種英語テストの結果を TOEIC に換算表示しており、この表でもそれを用いる。

表 3 2018 Q3 参加者スコア推移（参加者 98 名中追跡可能な 89 名対象）

受験時期 　 　 上昇スコア
① 2018 10 月 平均点 370 　
② 2018 12 月 平均点 385 ②－①　  15
③ 2019 1 月以降 最高スコア平均点 559 ③－① 　189

＊③は 2021 年 11 月までにポートフォリオに記録されたスコアのうち最も高いもの

① < ② < ③達成者 89 名中 41 名（46％） ③最高スコア平均点 639
① < ③　達成者 89 名中 49 名（55％） ③最高スコア平均点 627

	

TOEIC では 70 点の上昇を目標としていたため、実習直後の数値（15 点上昇）は目標に遠く及
ばないものであった。残念ながら 2017 年度からの 4 年間、いずれの年度も全体での目標達成はな
かった。オックスフォード大学の研究では、①の数値に最も近い TOEIC350 点の学習者が 100 点
上昇に必要とする学習時間は 225 時間であるとされている。（https://elt.oup.com/elt/students/
exams//pdf/elt/toeic_teachers_guide_international.pdf?selLanguage=en）　海外英語実習では英
語の授業時間数は（英語で行う PBL も含め）120 時間以上確保されていた。同大学の研究に照ら
せばこの学習時間で期待できる上昇点は 60 点となるが、その値にも届いていない。複数資料に基
づく目標設定だったが、もっと低く設定すべきだったのではないか。この点については英語教員間
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および TF での議論が不十分だったことを認める。
上昇が不十分だった原因は毎年分析や議論を行ったが、理由の特定はできていない。参加学生対

象のアンケートからは「日本人学生の団体生活のため授業以外はそれほど英語を使わなかった」
「PBL が大変で英語学習に集中しきれなかった」「毎日忙しすぎる」などの声があったことを申し
添えておく。ただし前者 2 つの理由は Curtin には該当しない要素だが、Curtin でも目標到達はな
かったため、複数の要因があり、個人の差異が大きいと判断するのが妥当だろう。

しかし 89 名のうち実習終了後も海外での留学、研修、インターンに取り組むなどしてスコアを
あげた学生が少なくない。ポートフォリオ上では海外での活動が確認できないがスコアを大きく上
昇させた学生もいる。さらに 2018 年度入学生は第 3 学年開始直前から新型コロナウィルス感染症
拡大により、留学中止やテスト受験機会の激減などの影響を大きく受けた。もしコロナ禍に見舞わ
れることがなかったら、もっと多くの学生が在学中にベストスコアを達成していたはずである。

（4）PBL
海外英語実習の特徴のひとつに PBL（Problem-based Learning）の実施がある。対象国の社会

問題に関して語学の授業とは別に PBL 特別講義を設け、学生主体で調査・発表を行う。マレーシ
アでは異文化、環境、観光、フィリピンでは貧困、スラム、環境が主なテーマとなり、4 〜 6 名 1
組で実施をした。1 年生にとっては初めて英語を使って調査をし、かつ英語で発表するという大き
な挑戦となる。事後研修は主に PBL 発表のブラッシュアップに取り組み、またコース混合での発
表会開催により PBL が大きな達成感を得る機会ともなっている。学生側の効果としては習得した
英語の実践、課題解決力の向上、学生同士のチームワーク醸成、学習意欲の向上がみられる。一方
課題としては、学生同士の活動では日本語を使ってしまうこと、限られた期間の中で一義的または
表面的な調査活動によって理解の偏りを生じてしまう可能性があること、また教員側の指導負担が
あげられる。

PBL の経験は長期的にもその効果が期待される。正解のない問題についてグループメンバーと
協力しながら調べ、議論し、提案を練り上げ、人前で発表する経験は、その後の学ぶ意欲や行動力
へと繋がっている様子が散見された。例えば 2018 年度に実施した国際地域学研修（タイ、2 週間）
では、海外英語実習の PBL で中心的な役割をしていた学生が、他学年をひっぱって活躍する様子
が見られた。また、そのような学生は地域づくりインターンシップなどにも積極的に参加し、関係
者や学外の学生と地域課題解決に取り組んでいた。因果関係は断定できないが、PBL の一連の流
れを経験していることは、彼らのひとつの指針となり得ると思われる。

（5）IDI テスト
IDI（Intercultural Development Inventory：異文化感受性発達尺度）テストは、本学国際教育

センターが管轄する、国際活動による学生の異文化理解の発達度を測るものである。約 50 項目の
質問に回答し、事前と事後の変化を数値化する。IDI では異文化適応力を 5 段階で評価しており、
学生は結果に基づいた個別発達計画を含むフィードバックを受ける。

2019 年第 4 クォーターにマレーシア 2 大学の実習に参加した学生については、グループ分析結
果では事前と事後に大きな変化は見られなかったが、個人ごとでは最大 145 である IDI 値を 60 ポ
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イント近く上昇させた学生がいた一方、55 ほど下落させた学生がいるなど、個人差が大きいこと
がわかった。これらの学生の英語スコアおよび入学時 PROG スコアからは IDI 値との相関は見ら
れなかったため、研修中の観察振り返りをもとに聞き取り調査を実施したところ、大きく上昇した
学生は異文化環境においても自身の行動習慣が安定しており、かつ着実に自身のアクションプラン
を遂行するような堅実性および主体性が見られた。他方大きく下落した学生はコミュニケーション
力は比較的高いものの変化に流されがちで、常に近しい友人とだけ行動をするような傾向があった。

ID テストは日本語での受験が可能だが、フィードバックはすべて英語表記かつやや専門的な内
容であることから、これらを学生自身がどう理解・解釈し次につなげていくかが課題といえる。ま
た、個人情報保護の観点から、本人以外への共有ができない点からも本人への誘導が重要となる。
IDI は本実習に限らず、留学や海外研修など在学中の国際活動において受講する機会が設けられて
いる。プログラム運営側にとっては長期的かつ戦略的にどう活用できるかが今後の課題といえる。

（6）学生事後アンケート結果
初年度より事後研修の最後に学生アンケートを実施している。例年 8 割から 9 割の学生は「大変

満足」または「満足」と回答しており、研修自体の満足度は高いものである。成長したと思う点に
ついては、英語力の伸びに対する評価に比べて異文化を理解しようとする気持ちや、さらに学びた
いという学習意欲の向上が大きく高い点が特徴である。またそのきっかけとして、課外時のバディ
の存在や他学生とのグループワークなどを挙げる点からも、集団学習の特徴がアンケート結果にも
現れているととれる。

一方、2020 年度より実施したオンラインプログラムでのアンケート結果にはこれまでの現地派
遣のものと比較し大きな違いが見られたため、ここで一部抜粋し紹介していく。回答者概要は表 4
の通りである。

表 4　アンケート回答者数

2017 年度海外英語実習（海外派遣） 回答者数：170 名（3QUiTM、USM、USC / 4QUiTM、USM）
2020 年度海外英語実習（オンライン） 回答者数：137 名（3QTAG / 4QTAG、USM、JCMU）

まず満足度の内訳を取り上げる。2017 年実施については「大変満足」が 64% と最も多く、「満足」
が 31％であったが、2020 年度は「大変満足」が 36%、「満足」が 56% と大きく異なっている（図 1）。
やはり現地に行くと行かないとの差がこの満足度内訳に現れているとみられる。前述のように現地
派遣の場合は係る労力もトラブルも大きいが、それらを乗り越えた達成感とそれを仲間と共有でき
た満足感は、学生のみならず関係者一同が感じるところであった。一方オンライン学習がメインの
場合、「画面を見続けるのが辛い」「コミュニケーションが取り辛い」といった不満が個人単位で発
生し、やはり非対面であることが満足度に影響を及ぼしたと考えられる。

一方自己評価については逆の傾向がみられた。どちらも項目ごとの比率は例年と同様の傾向が出
たが、回答者数を見ると「飛躍的に向上した」「向上した」と回答する学生の割合は 2017 年度では
多くて 1 割強であったのに対し、2020 年度は 4 割から 5 割の学生が回答していた（図 2）。対面で
の活動が限られていた一方で、自己の意欲や能力の変化により意識が向いた可能性がある。
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なお、学生の振り返りは「学生の声」として学科ウェブサイトにも掲載しており、2019 年まで
の主な傾向を紹介すると、力を入れたこととして「PBL、英語学習、バディとのコミュニケーショ
ン、体調管理」、成長したと思う点について「自信をもって伝える力、主体性、学習意欲」、思い出
のエピソードとして「課外活動時の美しい景色、学生だけの集団生活、PBL、発表前日の徹夜、ス
トリートチルドレンなど社会課題との対面」などが集まっている（海外英語実習体験談「学生の声」
https://www.toyo.ac.jp/academics/faculty/grs/rdsc/voice/343093/）。また Curtin においては、「意
見を持つこと、アイデンティティの重要性、ものの見方を得られた、日本をより理解する機会にな
った」という意見が語られている。どのコースにおいても文面に収まり切れないほどの熱意が伝わ
ってくる内容となっており、これらの成果をいかに自分の中で位置付け発展させていくかとともに、
学科の学びのなかで連携させるかが、今後も重要な挑戦であると思われる。

（7）長期プログラムへの挑戦
新学部への改組後、新入生に対して提示する 4 年間の国際交流活動モデルでは「海外英語実習」

を最初のステップとし、卒業までに長期プログラム（1 学期間以上の交換留学や海外インターン等）
に参加することを推奨していた。実際、2 年次以降に長期留学（交換留学、認定留学）に参加した

図 1　学生振り返りアンケート結果「満足度」

図 2　学生振り返りアンケート結果「実習前との変化」
（「飛躍的に向上した」「期待以上に向上した」と回答した学生の項目ごとの割合）
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学生は、2017 年度海外英語実習参加者 183 名中では 22 名（12％）であった（コロナ禍により内定
後中止になってしまったものも含む）。協定校語学留学（3 か月もしくは 6 か月）参加者は 11 名（6
％）であり、あわせると 33 名（18％）となる。18％という数字をどう評価するかは、目標数値を
設定していなかったため判断ができないが、満足できるものではない。しかし短期のものも含める
と海外研修参加者は 183 名中 156 名（85％）となり、多くの学生が海外英語実習を含め 2 回以上の
海外研修に参加したこととなる。コロナ禍以前は日帰りの研修も含め相当数の研修が毎年国内外で
実施されていたため、選択肢の多さが学科の活気を反映すると同時に、長期留学から学生の目をそ
らさせる要因となった可能性も考えられる。1 か所に長く留まって深く理解・経験するよりも、い
ろいろな場所へ行っていろいろな経験をしたい、という指向の表れではないか。

（8）  単位不修得学生への対応と代替プログラム
2018 年度に実施した実習では、成績不良のため単位を付与できない学生が複数名発生した。集

団研修では学生同士励ましあいながら長く厳しい研修を乗り越えていくことが期待されていたが、
「参加すれば単位はとれる」という甘い認識が学生・教員の双方にあったのかもしれない。

現地派遣プログラム参加以外の単位取得方法として、交換留学や語学留学という選択肢があった
が、いずれも長期で費用負担も少なくない。2018 年度に単位不修得となった上述の学生らに対し
ては外部業者に委託して日本国内で集中講座を開講し、受益者負担で受講をさせた。また、持病の
ために海外派遣プログラムに参加ができず、本学と協定関係のあるテンプル大学日本校のプログラ
ムを履修し、単位を修得した学生もいる。「全員留学」という言葉は対外的には魅力的で心地よい
響きがあるかもしれないが、必修であることが足かせとなり、教職員だけでなく一部の学生をも苦
しめたことは間違いない。

4．コロナ禍におけるオンライン実習（2020 年度）

2020 年度は同年 1 月以降全世界に拡大した新型コロナウイルス感染症の影響により、「海外英語
実習」を海外で実施することができないという前代未聞の事態に直面した。約 190 名もの一般学生
にとってこの科目は必修科目であり、1 年次のプログラム参加を大前提とした学科のカリキュラム
設計であったこともあり、コロナの沈静化を楽観視して海外派遣を先延ばしにするのはリスクや影
響が大きく、結局すべてオンライン化することとなった。

Zoom などを使ったオンライン授業を中心としながらも、学生間の人間関係の構築や学習モチベ
ーション維持等のために、大学から許可を得た上で週 1 日程度キャンパスで対面授業を実施した。
結果として、オンラインであっても参加学生の満足度は高く、英語力だけでなく自律性やリーダー
シップ力を大きく伸ばした学生が多く見られたのは幸いであった。新カリキュラムに移行した
2021 年度も前年度に引き続いてオンライン研修を実施したが、対面授業回数の増加、英語講師と
の交流活動、最終発表会の審査方式の変更などにより、前年度よりも高い満足度を参加学生に与え
ることができた。
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終わりに

2021 年度のカリキュラム改定によって「海外英語実習」は「Short Intensive Program（短期集
中英語実習）」（通称 ShIP）と改称、従前の 3 科目を 6 科目に再分割のうえ各科目 1 単位と変更した。
この科目を履修せずとも卒業可能とするため選択必修科目に変更、さらに、国内でも単位修得可能
とするため「海外」という言葉を削除した。しかし、国際学部生としての国際感覚、異文化理解力、
コミュニケーション力、リーダーシップ、自己管理力の養成は依然として学科の教育目標の一部で
ある。ShIP という通称には広い海へ船出してほしいという願いがこめられている。1 年次にこの
科目の履修を強く推奨している理由は国際地域学科在学中の「ホップ・ステップ・ジャンプ」の「ホ
ップ」であると位置付けているからである。これまでの経験やノウハウを生かしながらプログラム
をさらに成熟させることが学科発展に大きく寄与するものであることを確信している。

執筆分担
佐藤：はじめに、1、2、3 の（1）（3）（7）（8）、4、終わりに
柏崎：3 の（2）（4）（5）（6）

引率および 2020 年度プログラム担当者氏名（五十音順・職位省略、2016 年度パイロット研
修引率者を含む）

芦沢真五、芦野俊宏、安相景、岡本郁子、岡村敏之、柏崎梢、北脇秀敏、ギャラガーニコール、
小早川裕子、佐々木悠介、佐藤郁、志摩憲寿、中島晶子、中村香子、沼尾波子、子島進、久松佳彰、
ヒューズロバート、黄貞淵、藤本典嗣、松丸亮、村田由美恵、藪長千乃、山崎義人
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TIME Monday 30 Sept Tuesday 1 Wednesday 2 Thursday 3 Friday 4 Sunday 6

9.00 - 10.00

10.00 -11.00

11.00 -12.00

12.00 -13.00

13.00 -14.00

14.00 -15.00

15.00 -16.00

16.00 -17.00

20.00 - 22.00

TIME Monday 7 Tuesday 8 Wednesday 9 Thursday 10 Friday 11 Sunday 13

9.00 - 10.00

10.00 - 11.00

11.00 - 12.00

12.00 - 13.00

13.00 - 14.30 Buddy 1 PBL 1 Buddy 3 PBL 2 Buddy 5

14.30 - 15.00

15.00 - 16.30 Buddy 2 Buddy 4

16.30 - 17.00 Free Time Free Time

TIME Monday 14 Tuesday 15 Wednesday 16 Thursday 17 Friday 18 Sunday 20

9.00 - 10.00

10.00 - 11.00

11.00 - 12.00

12.00 - 13.00

13.00 - 14.30 Buddy 6 PBL 3 Buddy 8 PBL 4

14.30 - 15.00

15.00 - 16.30 Buddy 7 Buddy 9

16.30 - 17.00 Free Time Free Time

TIME Monday 21 Tuesday 22 Wednesday 23 Thursday 24 Friday 25 Sunday 27

9.00 - 10.00

10.00 - 11.00

11.00 - 12.00

12.00 - 13.00

13.00 - 14.30 Buddy 10 PBL 5 Buddy 12 PBL 6 Buddy 14

14.30 - 15.00

15.00 - 16.30 Buddy 11 Buddy 13

16.30 - 17.00 Free Time Free Time

TIME Monday 28 (Public
holiday)

Tuesday 29 Wednesday 30 Thursday 31 Friday 1 Sunday 3

9.00 - 10.00

10.00 - 11.00

11.00 - 12.00

12.00 - 13.00

13.00 - 14.30 PBL 7 Buddy 16 Lesson 37

14.30 - 15.00

15.00 - 16.30 Buddy 15 Buddy 17 PBL 8

16.30 - 17.00 Free Time Free Time Free Time

TIME Monday 4 Tuesday 5 Wednesday 6 Thursday 7 Friday 8 Sunday 10

9.00 - 10.00

10.00 - 11.00

11.00 - 12.00

12.00 - 13.00

13.00 - 14.30 Buddy 18 PBL 9 PBL 10

14.30 - 15.00

15.00 - 16.30 Buddy 19 Buddy 20

16.30 - 17.00 Free Time Free Time

Item Frequency Hour Total Hours

Lesson 40 1.5 60

Public Speaking 6 1.5 9

Buddy Session 20 1.5 30

PBL 10 1.5 15

PBL Presentation 1 3 3

Test 2 4.5 9

126

Schedule can be modified depending on the situation.

TOTAL

5th Week (NOVEMBER)

Saturday 9

Lesson 39
Lesson 40

Public Speaking 1
Public Speaking 2

Public Speaking 3
Public Speaking 4

Public Speaking 5
Public Speaking 6

PBL
Presentation

Departure

(Week 5)
*English Class: 3h
*Public Speaking: 9h
*PBL Presentation:
3h
*Buddy Session: 4.5h
*PBL: 3h

Lunch Break

Free Time Ceremony &
Farewell Party

Tea Break

Free Time

(Week 3 & 4)
*English Class: 27h
*Buddy Session: 12h
*Test: 4.5h
*PBL: 6h

Lunch Break

TEST 2 (13:00-
17:30)

Free and Easy

Tea Break

Month of October/November 2019

4th Week (OCTOBER / NOVEMBER)

Saturday 2

Visit to Blue Mosque

Lesson 31
Lesson 32

Lesson 33
Lesson 34

Lesson 35
Lesson 36

Lesson 37
Lesson 38

Trip to Melaka

Trip to Melaka

3rd Week (OCTOBER)

Saturday 26

Lesson 21
Lesson 22

Lesson 23
Lesson 24

Lesson 25
Lesson 26

Lesson 27
Lesson 28

Lesson 29
Lesson 30

Visit to Putrajaya

Free and Easy
Lunch Break

Free and Easy

Tea Break

Sports Activity
(Optional)

Cultural Activity-
Dancing

Free Time

(Week 1 & 2)
*English Class: 30h
*Buddy Session:
13.5h
*Test: 4.5h
*PBL: 6hLunch Break

TEST 1 (13:00-
17:30)

Free and Easy

Tea Break

Sports Activity
(Optional)

Cultural Activity-
Dancing

2nd Week (OCTOBER)

Saturday 19

Lesson 11
Lesson 12

Lesson 13
Lesson 14

Lesson 15
Lesson 16

Lesson 17
Lesson 18

Lesson 19
Lesson 20

National Museum +
National Monument
+ Merdeka Square

Free and Easy

1st Week (OCTOBER)

Saturday 12

Lesson 1
Lesson 2

Lesson 3
Lesson 4

Lesson 5
Lesson 6

Lesson 7
Lesson 8

Lesson 9
Lesson 10

Free and Easy

Team Building
Activity (Tadom

Hill Resort,
Banting)

Lunch Break

Tea Break

Sports Activity
(Optional)

Cultural Activity-
Music

Free Time

表２　Toyo University RDS Learn English Abroad 2019 October Group (5 Oct - 9 Nov)

Month of September/October 2019

0 Week

Saturday 5

Visit to AEON Mall
(3h)
and Giant (1h)

Arrival

Welcoming Dinner

表２　Toyo University RDS Learning English Abroad 2019 October Group (5 Oct - 9 Nov)
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Review of ‘Learning English Abroad’ Program, 2017-2020

Kaoru SATO, Kozue KASHIWAZAKI

The Faculty of Regional Development Studies, Toyo University, founded in 1997, was reorganized 

into the Faculty of Global and Regional Studies in 2017. The department of Reginal Development 

Studies introduced a compulsory course, ‘Learning English Abroad’ program for domestic students 

matching that timing. This paper aims to review this training program carried out in 2017-2020. The 

authors summarize the purpose and the process of introducing the program and analyze the 

achievements and problems from some perspectives, such as the progress of English proficiency test 

scores, PBL, troubles, and students’ personal growth.

Keywords

Learning English Abroad, compulsory course, English proficiency, globalization, PBL, achievements 

and problems




